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5
月
10
日（
水
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
で
平
成

28
年
度
多
良
間
村
産
業
共
進
会
・
納
税
奨
励
式
が

行
わ
れ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
葉
た
ば
こ
、
野
菜
、
畜

産
な
ど
各
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
農
家
を

表
彰
し
た
。

　

28
年
度
の
農
業
生
産
販
売
高
は
目
標
の
14
億
円

を
上
回
る
16
億
6
2
0
0
万
円
と
な
っ
た
。
サ
ト

ウ
キ
ビ
は
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
て
反
収
、
品
質
と

も
良
好
と
な
り
、
肉
用
牛
の
セ
リ
販
売
額
は
高
値

取
引
が
続
き
9
億
9
9
0
0
万
円
、
葉
た
ば
こ
は

生
育
期
間
中
の
長
雨
で
減
収
の
7
3
0
0
万
円
、

カ
ボ
チ
ャ
は
気
象
条
件
が
良
く
8
8
0
万
円
と

な
っ
た
。

　

伊
良
皆
村
長
は「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
表
彰
の
栄

に
輝
い
た
皆
さ
ん
を
祝
い
た
い
。
今
後
も
健
康
に

留
意
し
て
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、

村
農
業
の
発
展
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。
今
年
の

ス
ツ
ウ
プ
ナ
カ
も

ユ
ガ
プ
ウ
の
雨
に

恵
ま
れ
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
今

年
の
大
豊
作
も
約

束
さ
れ
た
も
の
と

期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
る
と
と
も

に
、
入
賞
者
を
た

た
え
た
。

□農事納税総合成績＝
①大木区　②大道区　
③津川区
□農事総合成績＝
①大木区　②大道区　
③津川区
□納税総合成績＝
①宮良区　②大木区　
③吉川区

▽サトウキビ多収穫＝
①高江洲昭男（天川）77万6445㌔

②渡口直和（大木）45万6254㌔
③狩俣雅秀（吉川）43万9121㌔
▽サトウキビ甘蔗糖度＝
①森山実夫（津川）15・87度　
②諸見里栄勇（大道）15・68度
③渡口成三（大木）15・34度
▽サトウキビ反収＝
①下地秀次（大道）1万1993㌔
②高江洲克一（天川）1万1420㌔
③高江洲常祥（大木）1万878㌔
▽葉たばこ多収納＝
①知念三雄（大木）6752・5㌔　
②仲筋広行（津川）5720・5㌔　

③新里勝美（吉川）5196・5㌔
▽葉たばこ品質＝
①知念三雄（大木）　
②大見謝正勝（土原）　
③垣花幸徳（大木）
▽カボチャ＝
①安里三喜男（宮良）8720㌔　
②垣花政一（天川）6460㌔　
③名嘉真好太郎（津川）5190㌔
▽畜産販売額＝
①豊見城玄弘（嶺間） 
②湧川農（津川）
③知念勉（大木）

　

こ
の
ほ
ど
沖
縄
県
サ
ト
ウ
キ
ビ
競
作
会
の
特
別
優
良
事
例
の
部
で
表
彰
さ
れ

た
志
堅
原
勝
男
さ
ん
が
5
月
2
日（
火
）、
多
良
間
村
役
場
を
訪
れ
て
伊
良
皆
光

夫
村
長
に
受
賞
を
報
告
し
た
。
志
堅
原
さ
ん
は
肥
培
管
理
や
病
害
虫
駆
除
を
徹

底
し
、
近
年
は
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
で
の
土
づ
く
り
、
緩

効
性
肥
料
に
よ
る
化
学
肥
料
低
減
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
同
村
の
多
収
穫
生
産

者
上
位
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

志
堅
原
さ
ん
の
平
成
27
／
28
年
期
の
生
産
実
績
は
1
9
2
㌧
。
最
近
5
年
間

の
う
ち
3
年
は
2
0
0
㌧
以
上
で
、
28
／
29
年
期
も
2
0
0
㌧
を
超
え
て
い
る

と
い
う
。
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
や
緩
効
性
肥
料
の
活
用
の
他
に
も
適
期
の
か
ん
水
や

肥
培
管
理
、
農
薬
散
布
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

伊
良
皆
村
長
は「
50
年
以
上
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
。

管
理
作
業
も
し
っ
か
り
し
て
反
収
も
高
く
、
総
収
穫
高
も
地
域
で
上
位
に
あ
る

こ
と
で
表
彰
さ
れ
た
。
日
々
の

努
力
が
今
回
の
受
賞
に
結
び
つ

い
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
。
今

後
も
健
康
で
さ
ら
に
サ
ト
ウ
キ

ビ
作
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と

祝
福
し
た
。

　

志
堅
原
さ
ん
は「
サ
ト
ウ
キ

ビ
が
自
分
の
仕
事
で
、
い
つ
も

や
っ
て
き
た
こ
と
で
表
彰
し
て

も
ら
い
言
葉
も
な
い
ほ
ど
嬉
し

い
。
感
謝
し
た
い
。
健
康
で
あ

る
限
り
若
者
に
負
け
る
こ
と
な

く
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
を
毎
年
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て

い
た
。

28
年
度

多
良
間
村
産
業
共
進
会
・
納
税
奨
励
式

志
堅
原
さ
ん
競
作
会
表
彰
を
報
告

総合 2 連覇の大木区のみなさん

結果は次の通り

平成
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多
良
間
村
議
会
議
員

当
選
証
書
付
与
式

多良間村ふるさと活性化定住促進奨励金交付

平成29年6月1日

（3）

当選証書を付与された、前列左から富
原安則氏、森山実夫氏、渡口直和氏
後列左から本村健次氏、豊見山正氏、
福嶺常夫氏、安里三喜男氏

　

多
良
間
村
議
会
議
員
選
挙
が
5
月
28
日（
日
）に
投

開
票
が
行
わ
れ
、
現
職
5
人
、
新
人
2
人
が
当
選
し

た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
多
良
間
村
選
挙
管
理
委
員
会（
豊

見
山
登
委
員
長
）は
6
月
2
日（
金
）、
多
良
間
村
議

会
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
7
人
に
当
選
証
書
を
付
与

し
た
。
豊
見
山
委
員
長
は「
村
の
代
表
と
し
て
、
村

の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
た
。

　

当
選
証
書
の
付
与
式
は
、
役
場
2
階
会
議
室
で
行

わ
れ
、
豊
見
山
委
員
長
が
当
選
者
一
人
ひ
と
り
に
手

渡
し
た
。

　

当
選
者
を
代
表
し
て
森
山
実
夫
氏
は「
晴
れ
て
今

日
の
式
に
参
加
で
き
て
非
常
に
光
栄
に
思
う
。
今
後

は
村
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
新
た
な
気
持
ち
で

ま
い
進
し
た
い
。
議
員
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
、

行
政
と
話
し

合
い
な
が
ら

村
民
の
た
め

の
政
治
を
実

施
し
て
い
き

た
い
」と
決

意
を
述
べ

た
。

妊娠・出産・育児休業・介護休業などを理由とする
解雇などの不利益な取扱いは法律で禁止されています。

〈男女雇用機会均等法及び育児・介護休業法〉

平成29年1月1日から 　事業主は、法律に基づき妊娠・出産、育児休業、介護休業等に関する 
上司・同僚からの職場でのハラスメント防止措置を講じなければなりません

　

5
月
24
日（
水
）、
役
場
2
階
会
議
室
で
ふ
る

さ
と
活
性
化
定
住
促
進
奨
励
金
を
交
付
し
た
。

今
回
は
出
生
祝
い
金
10
人
、
結
婚
祝
い
金
2
組
、

入
学
祝
い
金
9
人
に
交
付
さ
れ
た
。

　

交
付
式
は
午
後
5
時
か
ら
行
わ
れ
、
伊
良
皆

村
長
が「
子
供
の
声
が
聞
こ
え
る
、
子
ど
も
が
賑

や
か
に
遊
ん
で
い
る
姿
は
村
の
一
番
の
活
力
と

な
る
源
。
人
口
減
少
問
題
で
全
国
的
に
大
き
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
が
離
島
で
あ
る
私
た
ち
の

村
は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
い
か
に
ク
リ
ア
し
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
。
解
決
に
向
け
て
頑
張

ろ
う
。
家
庭
円
満
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
た
。

　

村
で
は
ふ
る
さ
と
活
性
化
定
住
促
進
奨
励
金

と
し
て
、
出
生

祝
い
金
5
万

円
、
第
3
子
以

降
10
万
円
、
入

学
祝
い
金
2
万

円
、
結
婚
祝

い
金
15
万
円
、

新
築
祝
い
金

１
２
０
万
円
を

給
付
し
て
い

る
。

〜 改正男女雇用機会均等法及び改正育児・介護休業法については下記まで 〜
沖縄労働局雇用環境・均等室

〒900-0006 那覇市おもろまち2-1-1 那覇第2地方合同庁舎1号館3階 
TEL （098）868-4380　FAX （098）869-7914
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第14回多良間島ピンダアース大会

平成29年6月1日

（4）

大会の結果は次の通り。
【軽量級】 
　優勝=シン・メトリ号（豊見山正）  
　準優勝=キナ2号（伊良皆正勝）

【中量級】 
　優勝=レイ・パッキャオ号（下地雅春）  
　準優勝=与那原建設号（運天辰民）

【重量級】 
　優勝=大岩号（上原信行）  
　準優勝=イケメン2号（奥平貞夫）

【鳴き声・子供の部】 
　優勝=野原雫（多良間小4年）  
　準優勝=兼久きよと（石垣） 
　3位=西筋陽斗（多良間小4）

【鳴き声・大人の部】 
　優勝=親里春教（石垣） 
　準優勝=池間和彦（多良間） 
　3位=仲田静香（多良間）

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
！

　

5
月
20
日

（
土
）、
夢
パ

テ
ィ
オ
た
ら
ま

北
側
多
目
的
広

場
で
第
14
回
多

良
間
島
ピ
ン
ダ

ア
ー
ス
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

雨
模
様
の

中
、
多
く
の
村

民
や
観
光
客
ら
が
訪
れ
、
豪
快
に
角
と
角

を
ぶ
つ
け
合
う
た
び
に
歓
声
を
上
げ
て
い

た
。

　

軽
量
級
9
頭
、
中
量
級
9
頭
、
重
量
級

6
頭
の
計
24
頭
が
出
場
。
今
回
初
め
て
、

島
外（
石
垣
島
）か
ら
の
ヤ
ギ
2
頭
も
参
戦

し
、
多
良
間
ピ
ン
ダ
と
闘
っ
た
。

　

石
垣
島
か
ら
は
ヤ
ギ
の
所
有
者
や
そ
の

家
族
、
関
係
者
ら
12
人
が
、
船
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
参
加
。
宮
国
文
雄
さ
ん
は「
初

め
て
見
た
が
、
島
の
盛
り
上
が
り
が
す
ご

い
」と
感
激
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　

大
会
長
の
伊
良
皆
村
長
は
、
石
垣
か
ら

の
参
加
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
悪
天
候

の
中
で
闘
っ
た
ヤ
ギ
や
所
有
者
に
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
掛
け「
日
ご
ろ
か
ら
の
飼
育

が
大
切
。
次
回
大
会
も
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
ヤ
ギ
の
鳴
き
声
大
会
の
部
で
は
、

子
ど
も
や
大
人
た
ち
が「
メ
ェ
ー
メ
ェ
ー
」

と
鳴
き
声
を
ま
ね 

し
て
会
場
を
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ん

で
い
た
。

　

多
良
間
村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
で
は
平
成
29
年
度「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
活
動
強
化
週
間
」に
伴
い
、
5

月
17
日
に
小
中
学
校
訪
問
と
危
険
箇
所
・

子
ど
も
の
遊
び
場
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
訪
問
で
は
、
各
担
当
地
域
の
照
会

や
地
域
と
の
連
携
促
進
に
つ
い
て
お
互
い

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

の
遊
び
場
点
検
で
は
、
修
繕
さ
れ
て
い
る

健
康
遊
具
や
夢
パ
テ
ィ
オ
南
側
公
園
に
設

置
さ
れ
て
い
る
雨
水
溜
め
池
を
確
認
し
ま

し
た
。
点
検
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

村
長
に
意
見
具
申
さ
れ
ま
す
。

　

多
良
間
村
に
は
現
在
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員（
兼
任
）が
3
名
、
主
任
児
童
委
員

が
2
名
お
り
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活

相
談
や
役
場
へ
提
出
す
る
書
類
の
作
成
支

援
な
ど
、
住
民
の
見
守
り
役
か
ら
相
談
相

手
、
更
に
は
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
事
務
局（
多
良
間
村
社

会
福
祉
協
議
会 

７
９
―
２
６
７
９
）

ま
た
は
、
役
場
住
民
福
祉
課（
７
９
―

２
６
２
３
）ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

迫力あるぶつかり合い

ヤギカレーも好評でした石垣島から参加のみなさん
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不正改造は犯罪です!

平成29年6月1日

（6）

　

5
月
14
日（
日
）、
第
70
回
多
良
間
村

職
域
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
村
内
の
職

場
か
ら
9
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
な
が
ら
親
睦
を
深

め
た
。

　

決
勝
は
4
連
覇
中
の
湧
川
畜
産
と
多

良
間
中
学
校
が
対
戦
し
、激
戦
の
結
果
、

多
良
間
中
学
校
が
優
勝
し
た
。

　

M
V
P
は
男
子=

新
垣
徳
夫（
多
良
間

小
）　

女
子=

美
里
真
帆（
多
良
間
中
）

特
別
賞=

山
本
萌
美（
多
良
間
小
）

職
域
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

3 枚ブロック抜き

優勝の多良間中学校、みんなでズミ多良間小学校ファイト正々堂 と々戦いまーす

　自動車は、生活に欠かせない移動手段のみ
ならず、娯楽の道具としても認識されてお
り、様々な部品等が販売されております。
　しかしながら、以下のような場合には不正
改造に該当するため、道路交通の秩序を乱し
事故を誘発するだけでなく、騒音等迷惑行為
になるため社会問題となっております。

　国土交通省では、これら不正改造を排除し、車両の安全確保及び環境保全を図るため、関係省庁、自動車関係団体
等と協力して、「不正改造車を排除する運動」を継続して全国展開し、例年6月を強化月間として重点的な取り組み
を行っています。

　皆様もぜひ、この機会に不正改造についての理解を深めていただき、その排除及び防止にご協力下さい。

①灯火の色が不適切な灯火器及び回転灯等の取付け
②運転者席・助手席の窓ガラスへの着色フィルムの貼付け
③タイヤ及びホイールの車体（フェンダー）外へのはみ出し
④基準外ウイング（エア・スポイラ）の取付け
⑤マフラーの切断・取外し又は基準不適合品の装着など

不正改造車を見かけたら、下記まで情報をお寄せ下さい。
「不正改造車・黒煙」110番」 098-866-1837
 （沖縄総合事務局 運輸部 車両安全課）
 098-875-0300
 （沖縄総合事務局 陸運事務所 整備部門）

詳しい情報はこちらから
「www.tenken-seibi.com」
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村長のたうけーむぬゆむ（゚ひとりごと）
　
「
孫そ

ん

子し

」
解
説
本
の
人
気
が

た
か
い
と
い
う
。
兵
法
を
説
く

二
五
〇
〇
年
前
の
古
典
だ
が
、

こ
れ
ま
で
も
武
田
信
玄
の「
風
林

火
山
」
な
ど
多
く
の
歴
史
的
人

物
が
同
著
に
学
ん
で
き
た
。
底

流
に
は
現
代
に
も
通
じ
る
、
物

事
の
本
来
の
性
質
や
姿
で
あ
る

本
質
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
か
。

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
に「
軍
師
官

兵
衛
」
が
あ
っ
た
。
官
兵
衛
の
発

想
に
は「
孫
子
」
の
影
響
が
色
濃

い
。
力
よ
り
も
知
恵
で
乱
世
を

生
き
抜
き
天
下
統
一
を
支
え
た
。

主
君
・
秀
吉
に
こ
う
諭
す
。「
戦

わ
ず
し
て
兵
を
屈
す
る
は
善
の

善
」
と
。
知ち

謀ぼ
う

を
巡
ら
し「
戦
わ

な
い
で
勝
つ
」こ
と
を
大
切
に
し

た
。「
中
国
大
返
し
」、
織
田
信

長
が
自
刃
す
る「
本
能
寺
の
変
」

を
受
け
秀
吉
が
電
光
石
火
の
ご

と
く
京
に
戻
り
、
謀む

反ほ
ん

人に
ん

明
智

伊い

直な
お

弼す
け

の
先
祖
に
あ
た
る
。
そ

し
て
、
徳
川
家
康
の
重
臣
・
井い

伊い

直な
お

政ま
さ

の
養
母
で
あ
る
。
戦
国

の
荒
波
に
風
前
の
と
も
し
び
と

な
っ
た
井
伊
家
は
、
彼
女
の
踏

ん
張
り
な
く
し
て
は
、
徳
川
幕

府
を
支
え
た
名
門
と
し
て
、
そ

の
後
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

直
虎
が
直
面
し
た
問
題
に
は

「
会
社
の
社
長
を
急
に
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
若
き
お
ん

な
社
長
が
い
か
に
会
社
経
営
に

取
り
組
む
か
」と
い
う
身
近
な
こ

と
と
、「
大
国
に
囲
ま
れ
た
小
国

が
ど
う
生
き
残
り
を
図
る
の
か
」

と
い
う
現
代
と
も
重
な
る
テ
ー

マ
が
同
居
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
こ
の
数
奇
な
運
命
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
た
主
人
公
が
、
ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ
奮
闘
を
続
け
る
中
に
、

現
代
に
も
通
じ
る
社
会
を
生
き

延
び
る
た
め
の
、
ヒ
ン
ト
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
陰
の
存
在
か
ら
歴
史
の
表

舞
台
に「
虎
」と
名
乗
っ
た
女
の
、

激
動
の
生
涯
。
ば
ら
ば
ら
な
家

臣
団
が
頼
れ
る
チ
ー
ム
へ
と
成

長
。
政
敵
が
最
良
の
伴
侶
と
な

り
、
ラ
イ
バ
ル
が
許
せ
る
友
へ

と
変
わ
っ
て
い
く
。
直
虎
の
胸

の
す
く
奮
闘
が
楽
し
み
だ
。

　

常
勝
軍
団
で
は
な
い
が
、
絶

対
滅
び
な
い「
本
当
の
強
さ
」
を

求
め
た
リ
ー
ダ
ー
の
知
恵
。
そ

れ
を
学
び
た
い
。

光
秀
を
討
つ
。
歴
史
の
分ぶ

ん

水す
い

嶺れ
い

と
な
る
出
来
事
に
官
兵
衛
は
冷

静
に
、
し
か
も
先
見
性
を
持
ち

応
じ
た
。
勇
猛
な
毛
利
軍
と
戦

わ
ず
逆
に
仲
間
に
し
た
。

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は「
お
ん

な
城
主
直
虎
」
が
放
映
さ
れ
て

い
る
。
戦
国
時
代
に
男
の
名
で

家
督
を
継
い
だ「
お
ん
な
城
主
」

の
物
語
だ
。
戦
の
た
び
に
当
主

を
殺
さ
れ
、
た
だ
一
人
残
さ
れ

た
姫
が
、「
直
虎
」
と
勇
ま
し
い

名
を
名
乗
っ
て
乱
世
に
立
ち
向

か
っ
た
。
そ
し
て
、
直
虎
は
、

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
国
を
治

め
、
幼
い
世
継
ぎ
の
命
を
守
っ

て
た
く
ま
し
く
生
き
延
び
、
そ

の
後
の
発
展
の
礎
を
築
く
。

　

幕
末「
安
政
の
大
獄
」
の
中

心
人
物
と
し
て
、
吉
田
松
陰
ら

を
弾
圧
・
処
刑
し
、
桜
田
門
外

の
変
で
暗
殺
さ
れ
た
大
老
・
井い



肝炎ウイルス検査は受けましたか？
１． ウイルス性肝炎は国内最大級の感染症です

宮古保健所
☆Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎無料検査☆
7/25（火）、7/27（木）、7/28（金）実施!!

時間：午前9時～11時、午後1時～3時
要予約：0980-73-5074

（肝臓週間以外は毎週火曜日・木曜日実施！）

Ｂ型肝炎  １１０万人～１４０万人(推計）

☆沖縄県はＣ型肝炎よりＢ型肝炎が多い
☆受検者のＢ型肝炎陽性率は、全国0.7、沖縄県1.7、宮古保健所管内3.8と高率（平成27年度）

C型肝炎  １９０万人～２３０万人（推計）

7月28日は日本肝炎デーです
肝臓週間：平成29年7月24日～7月30日

※肝炎ウイルスに持続感染している人数

※宮古保健所管内は平成26年度は6.4

【お問い合わせ先】宮古保健所 健康推進班 電話：0980-73-5074

3． こんな人は検査を受けましょう
 ○ 過去に健康診断で肝機能の異常を指摘され

たが、肝炎ウイルス検査を受けていない方
 ○ 母子感染予防策が実施されていなかった

１９８５年（昭和６０年）以前に生まれた方
 ○ 家族に肝炎ウイルス保有者または肝がんの

患者さんがいる方
 ○ １９９２年（平成４年）以前に輸血を受けている方
 ○ 過去に一度も肝炎ウイルス検査を受けたこと

がない方

2． 肝臓は「沈黙の臓器」
 多くは自覚症状がないため、治療を受ける機会を逃すおそれがある
 ウイルス性肝炎を放置すると、肝硬変や肝がんなどへ進行する

4． 陽性になった方へ検査費用の助成があります
  　沖縄県では、肝炎ウイルス陽性者を早期に治療につなげることや重症化予防を目的として、肝炎ウ

イルス検査で陽性となった方に対して、「年に1回の受診確認・受診勧奨」や「医療機関での検査費用
の助成(対象者の規定あり)」を行っています。

 　保健所もしくは市村の肝炎ウイルス検査にて陽性と判定された方はご相談ください。

※過去に肝炎検査を受けたことのある人は有料となります
※市村や職場の健診でも検査を受けられる場合があります
　(有料の場合あり)

肝ちゃん

肝炎になっても
じっと我慢！

働く人の明日をつくる
　総務省統計局（沖縄県・多良間村）では、10月1日現在で就業構造基本調査を実施します。
　この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的として、統計法（国の統計に関する基
本的な法律）に基づき実施する、国の重要な統計調査です。調査結果は、雇用政策、経済政策など、国や
地方公共団体における各種行政施策の企画・立案のための基礎資料として活用されます。
　調査をお願いする世帯には、9月下旬に調査員が伺い、調査書類をお配りします。皆様により便利にご回
答いただくため、パソコンやスマートフォンを使って、簡単にインターネットで回答することが可能となって
いますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いします。

（9）
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編
集
後
記

おくやみ
（　　）内は前月比

世 帯 数 と 人 口

総世帯数
総人口
男	641

区　別 人　口 世帯数
土　原
天　川
津　川
宮　良
嶺　間
大　道
大　木
吉　川
水　納
出　生
転　入

死　亡
転　出

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

−

−

−

1
1
1
0
0
1
0
1
0

0
0
0
0
1
0
0
0
0

59
94
100
75
145
196
302
214
4

0
3

1
3

29
40
49
31
68
98
125
88
3

531（１）
1,189（−１）
女	548	

（平成29年５月末現在）5
月

緊急ダイヤル
火災・救急	ワンクッションコール

警 察 官 派 出 所 （79-2010）

急病人	多良間診療所

歯科診療所医師

停　電　沖縄電力多良間営業所

断　水　役場住民福祉課

家畜疾病　役場産業経済課

ガス専用JA多良間　

119番

110番

79-2101

79-2162

79-2147

79-2623

79-2503

090-6859-2355

◆時間外救急受付
◆救急車出動
◆ヘリ搬送
火災・救急ワンクッションコール：

119
※緊急の場合以外診療時間内
　での受診を心がけよう

14件
１件
１件

救急に関すること
（5月）

字仲筋166番地　豊島 久雄（８４歳） 平成29年5月1日

＊
先
日
「
た
ら
ま
ふ
つ
辞
典
」
と
い
う
多

良
間
方
言
用
の
辞
典
が
教
育
委
員
会
か
ら

村
内
全
戸
と
村
外
の
郷
友
会
関
係
者
に
配

付
さ
れ
た
。

　

た
ら
ま
ふ
つ
が
4
0
0
0
語
以
上
収

録
さ
れ
て
い
て
、
特
に
島
を
離
れ
て
普
段

た
ら
ま
ふ
つ
を
耳
に
し
な
く
な
っ
た
方
に

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
お
礼
の
手
紙

も
届
い
て
い
る
。

　

た
ら
ま
ふ
つ
は
発
音
が
難
し
く
そ
れ
を

文
字
に
す
る
の
も
普
通
の
文
字
で
は
表
せ

な
い
の
で
、
編
集
作
業
は
大
変
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
辞
典
に
は
載
っ
て
い
な
い

が
、
た
ら
ま
ふ
つ
は
擬
音
も
独
特
だ
。

　
「
ダ
ー
ダ
ー
」と
雨
が
降
る
。大
根
を「
ガ

ス
ガ
ス
」と
切
る
。板
を「
ガ
ン
マ
ガ
ン
マ
」

と
た
た
く
。
戸
を
「
ガ
フ
ガ
フ
」
と
閉
め

る
。「
ダ
ッ
フ
ァ
ダ
ッ
フ
ァ
」と
歩
く
。等
々

お
も
し
ろ
い
擬
音
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

た
ら
ま
ふ
つ
は
奥
が
深
い
。

　

仲な
か
ま
さ
と
や

間
智
也

ふるさと納税寄付のお礼

5 月のふるさと納税寄付 「自然環境整備関係コース」
・下乾 政隆様 様（滋賀県在） ありがとうございました。

　
5
月
31
日（
水
）、
株
式
会
社
塊
心
の
知

念
吉
信
代
表
か
ら
多
良
間
中
学
校
に
寄
付

金
が
贈
ら
れ
た
。

　
知
念
代
表
は「
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い

る
中
、
末
っ
子
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
と

学
校
と
の
関
わ
り
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
仕
事
も
順
調
な
の
で
子
ど
も
達
の
た

め
に
役
立
て
て
欲
し
い
」と
述
べ
た
。

　
本
村
校
長
は「
知
念
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

寄
付
に
感
謝
す
る
、
遠
征
費
や
生
徒
の
教

育
の
た
め
に
大
切
に
使
い
ま
す
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
感
謝
し
た
。

中
学
校
に
寄
付
金本村校長（左）と知念代表（右）


